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新年、明けましておめでとうございます。この新しい年が団体会員、企業会員、個人会員の皆様、そして関係各位の活動や取り組みが、時代
のニーズに応え、さらに大きな成果を上げる年になりますよう、ご祈念申し上げます。

N e w s L e t t e r

サマーセミナーから得たこと
ですが、蛍を見たことがない、
中・高生以下の子供が増えてい
るとのこと、養殖蛍の放流が一
般的で、蛍と生態系のつながり
を話しても、単なる話になって
しまいます。これを打開するに
は、今の子どもたちが関心を持
つ未来志向の課題、SDGｓなど
と結びつけ話すことが必要であ
ると感じています。
温暖化による気候危機、生物

多様性の危機、プラスチックの
陸域・海域汚染など、地球規模
の問題も、戦争や大国間、先進
国・途上国間の対立で、取り組
みが弱体化し、未来が見えてき
ません。その中で日本の全市町
村の過半が過疎地域となる中、
ＧＷ東海はこの50年間で57％人
口が減少した岐阜県最北部の飛
騨市で地域の自然社会の実態を
身体で感じ、「関係人口を汗繋
人口へ―グラウンドワーク活動
ができること―」をテーマに、
住民と行政と企業をつなぐ支援
活動を模索しています。
今年は春先に岐阜大学などと

連携して、２回目のフォーラム
を計画しています。現場とどう
向き合うかはなかなか重要な
テーマですが、現実に対応を迫
られる問題だけに、若い力を得

新年のご挨拶

さてコロナウイルス感染
の第７波から第８波が続
き、また円安と資源・素材
価格高騰の影響が拡がり、
暮らしも仕事も大変です
が、コロナ禍の行動制限が
緩和され、グラウンドワー
ク東海は、①グラウンド
ワーク東海総会 ７月３
日、②あいちサマーセミ
ナー：７月１７日、愛知東
邦大学・東邦高校、③飛騨
市連携可能性現地調査 ７
月２３・２４日、④環境
デーなごや出展 ９月１７
日、⑤飛騨市種蔵にてミョ
ウガ畑の冬支度、⑥種蔵村
にて岐阜大学との連携
フォーラム開催 １０月２
９・３０日と、活動が再開
できたことは、本当によ
かったと安堵し、やりがい
を実感しています。活動団
体として会員の皆様とエネ
ルギーを分かち合うことに
直結するので、その重要性
を改めて再認識していま
す。
会員各位におかれても、

このコロナ禍における現場
活動の変容は、再開・継続
に向けて新たなエネルギー
を必要としています。

ながら経験や課題を交換し合
うことは、GW東海だからこそ
できる活動であると思いま
す。
グラウンドワークは、パー

トナーシップによる環境改
善・地域活性化活動を正面に
掲げ、取り組む組織です。住
民を主体に行政と企業が連携
するグラウンドワーク活動の
固有の意義を改めて見つめ直
し、新たな命を吹き込むこ
と、これがいよいよ大事な課
題になっているのではないで
しょうか。新たな一年をグラ
ウンドワーク活動が目指す地
域の環境改善、地域興しの取
り組みの輪を押し拡げる年に
したいものです。



会費納入のお願い
個人正会員 10,000円／年／口
個人協力会員 3,000円／年／口
企業・活動団体 事務局へご相談ください。
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今後の活動予定

令和5年2月予定 グラウンドワークフォーラム2022 第2回

飛騨市は岐阜県の北部に
あり市内を流れる宮川は富
山市入ると神通川となり富
山湾に流れる神通川水系で
す。これまでグランドワー
ク東海としては伊勢湾に流
れ込む水系地域での活動が
主体でしたので、飛騨市は
これまで活動の対象として
捉えていませんでした。
飛騨市は全国の倍のス

ピード人口減少する過疎地
域で、日本の30年後を上回
る高齢化率となっている市
で、人口減少に歯止めをか
けたりせずに受け止めて立
ち向かっていく、人口減少
先進地としてその課題を解
決する方法を考えることが
できれば全国のモデルにな
る。そのような課題先進地
の中で課題解決先進地を目
指していくという考え方か
ら、地域の活力を得るため
に地域外の人との交流をど
のようにするかということ
から2017年1月から飛騨市
ファンクラブを創設し、さ
らにそのファンクラブの中
に汗をかいてくれるファン
をつくる関係案内所「ヒダ
スケ」が2020年4月に創設

され、地域資源の活用や市
内からの課題を吸い上げプ
ログラム化し、地域外の人
材とマッチングを行ってい
ます。今年の9月までに50

種類以上のプログラムに
7,000人以上が参加してい
ます。
この「ヒダスケ」の取組

はグラウンドワーク活動と
同様に行政、企業、住民の
三者が協働して問題解決を
行っています。そこで昨年
2月20日に開催したグラウ
ンドワークフォーラムに飛
騨市長の都竹淳也氏に『関
係人口から汗繋人口へ～リ
アルな飛騨へ～』と題して
基調講演をおこなっていた
だきました。
２月にはグラウンドワー

ク東海会員へのアンケート
調査を実施し、7月には飛
騨市の現状視察をおこなっ
た後、グラウンドワーク
フォーラムを10月29日に飛
騨市宮川町種蔵地区でのヒ
ダスケ『mｙみょうが畑プ
ロジェクト』に合わせて、
現地にて活動する皆さんと
開催しました。

【開催概要】
●日 時：２０２２年１０月
２９日（土）１６時３０分～
１７時５０分
●場 所：板倉の宿種蔵（飛
騨市宮川町種蔵３７－２）１
階
●主 催：ＮＰＯ法人グラウ
ンドワーク東海
●後 援：飛騨市

フォーラムの開催前にみょ
うが畑で冬支度のためのみょ
うがの刈り倒しやわら敷きの
「ヒダスケ」を行いました。
フォーラムでは、平田宮川

振興事務所長の来賓あいさつ
を受けた後、岐阜大学の髙木
先生にから種蔵における新そ
ばまつりでの学生の関わりや、
岐阜県の補助金を得た2018年
からの棚田の石垣や獣柵の補
修などにも関わってきた岐阜
大学としての活動の概要報告
を受けました。

その後、岐阜大学学生一人ずつ、
活動の感想などを話してもらい、
種蔵の作業に関わったことが大
きな経験になったことや、クッ
クパッドで種蔵みょうがを使っ
たレシピ募集を行っていること
などの昨年度までの報告に合わ
せて、今年度は種蔵の集落内で
「種蔵ＧＯ」という位置情報
ゲームを開発し、始めたことの
報告も合わせて行われました。
岐阜大学の学生の感想、報告の
後にグラウンドワーク東海側の
参加者から種蔵地域の感想や
「ヒダスケ」参加の感想が述べ
ら、フォーラムのまとめとして、
原田副理事長から学生たちの活
動が卒業してからも場所が違っ
ても地域活動に関わり、この経
験を活かしてもらいたいと
フォーラムを終了しました。
今回のフォーラムでは後継者

不足でみょうが畑が荒廃してい
く種蔵地区で、学生たちが農作
業の手伝い以外に関係人口と楽
しめるメニューを考えながら地
域を盛り上げることも大切なこ
とだと思いました。

（記事 原田郁郎）

グラウンドワーク東海フォーラム２０２２ｉｎ種蔵


